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千葉大学大学院薬学研究院・溝口貴正助教、伊藤素行教授、工学研究院・菅原路子
准教授の研究グループは細胞運動に関わる新たな分子メカニズムを解明しました。動
物の形づくりの理解やガン転移などの細胞運動が深くかかわる疾病研究に貢献する
と期待されます。 
 

～細胞の運動を制御する新たな分子メカニズムの発見～ 

研究の背景 
 動物の発生過程において複雑な器官や組織が構築されるために
は分化した細胞が正しい位置に配置される細胞運動が重要です。
またガン細胞の運動(ガン転移)とガンの悪性度に相関関係があるこ

とも知られています。細胞運動には一定方向に向かって持続的に運
動する“方向性運動”と方向性を欠く“ランダム運動”の２つのパター
ンがあり、Rac1と呼ばれるタンパク質の活性が細胞内で局所的に生

じるか、全体的に活性化されるかで制御されていると考えられてい
ます(図1) 。 
本研究の成果 
 本研究では子宮頸ガン由来のHeLa細胞とゼブラフィッシュを用い
た解析を行いました。その結果Mind bomb1 (Mib1)という酵素が“方

向性運動”に重要であることを見出しました。本来は“方向性運動”
をする細胞がMib1の機能欠損したHeLa細胞やゼブラフィッシュの細
胞では “ランダム運動”をするようになりました。 
 これは、細胞内においてRac1を活性化することが知られている
Catenin delta1(Ctnnd1) というタンパク質に対してMib1がユビキチン
化という修飾を行い、ユビキチン化されたCtnnd1はRac1を活性化す
る機能が低下することによると見出されました。  
 以上の解析からMib1がユビキチン化を介してCtnnd1依存的な
Rac1の活性化を抑制的に制御し、“方向性運動”に関わるという細
胞運動における新たな分子メカニズムが明らかとなりました(図２)。 
 この新たな分子メカニズム成果は細胞運動が関わる動物の形づく
りの理解やガン転移などの疾病研究に貢献すると考えられます。 
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動物の形づくりの理解やガン転移機構の解明へ前進 
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